

































































































害対応方針の周知  2. 国際救援で培った知識、経験を共有し、国内救護に活用  3. 行
政等の外部講師を招聘し地域防災計画等の理解を深めることを柱に、より大きな視
点から災害対応を学べる勉強会を計画すると共に、職種毎の参加率の向上のため、1．
ポスター掲示など職員へのPR強化  2. 職種別勉強会の開催  3. アンケートに基づく
参加者ニーズを調査、フィードバックを行う等の対策を実施し、職員全員が災害対
応時の役割等を理解し、迅速な対応ができる体制構築に繋げていきたい。
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当院の院内災害訓練の様子 〜時間内に発災した場
合の放射線科内での対応〜
名古屋第二赤十字病院　医療技術部　放射線科
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概要  平成30年度、勤務時間内（平日の日勤帯）に災害が発生したことを想定し病院
全体訓練とは別で放射線科内での災害時初期対応訓練を行った今回の訓練は平成29
年度に同様の訓練を行っており、昨年は被災患者のトリアージエリアへの搬送や病
院本部への連絡など各自がバラバラに行動してしまった、つまり指揮命令系統が確
立されていない反省を踏まえ、新たに初動時の行動マニュアルを定め、それを実施し、
検証した。本発表ではその訓練内容を報告する訓練内容当院の放射線部門で、模擬
患者、医師、看護師、技師、事務・助手で訓練を行った。各検査室では患者が検査
中または更衣中、撮影室前の待合で待機中という現実に起こり得るであろう状態を
再現し訓練開始とした。模擬患者には医療者からの質問に困惑しないように事前に
症状などを記載した用紙をあらかじめ与え、訓練開始時に接触してきた医療者に状
況を伝えれるように配慮した。訓練開始時、模擬患者に接触した医療者は患者状況
を把握し放射線科内に設置した放射線科本部に連絡し、応援を呼び、放射線科内の
トリアージエリアへ搬送しトリアージを医師または看護師が行う。放射線科内の被
災状況、被災患者のトリアージの結果を病院の災害対策本部に報告し、病院災害対
策本部の指示を仰ぐ。重症患者など放射線科内で対応困難な場合は病院本部のトリ
アージエリアへ搬送し処置を移行し、訓練終了となる総括前年度訓練の反省点であ
る指揮命令系統の確立、今回はその項目に重点を置いて訓練を進行した。結果とし
て前年度より多少の改善はあったものの、全体としては不十分な結果となった。し
かし、事後アンケートでは繰り返し訓練の必要性を訴えるものが多く、今回の反省
も踏まえさらに訓練を継続していくことが重要であると確認できた
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職員研修会の参加率向上を目指して 〜アンケート
結果から見えてきたこと〜
長浜赤十字病院　医療安全推進室
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【はじめに】医療安全対策および感染防止対策は安心・安全な医療を提供するために
重要であり、医療法や診療報酬においても定められ、職員研修は年2回程度実施が
義務づけられている。当院では、2018年度の感染管理室設置に伴い、事務担当者は
医療安全と感染対策を兼任し、研修会についても担当することとなった。以前より
研修会を開催しているが参加率が上がらない現状である。そこで、今後の研修に活
かすために、参加1回又は0回の職員対象にアンケート調査を実施し要因を分析した
のでその結果を報告する。【方法】医療安全管理研修・感染対策研修に参加できずに
DVDを視聴した職員に対してアンケート調査を実施した。調査内容は、職種、勤務
形態、必須研修の理解、全体研修に参加した回数、時間外手当支給の理解、研修に
参加できなかった理由、研修開催の時間、DVD視聴の希望、研修企画側への希望と
した。【結果】アンケート回収率80.6%（212/263名）。調査の結果、必須研修であるこ
とは82%の職員が理解していたが、16%の職員は理解していなかった。研修に1回の
み参加している割合は医療安全研修が63%、感染対策研修が75%であり、0回は医療
安全研修が36%、感染対策研修が24%であった。研修に参加できない理由は、仕事
が終わらない、勤務が合わない、また育児短時間制度を利用しているなどであった。
【まとめ】全職員が同じ方法で研修を受けることは困難である。企画側として、研修
に参加してもらえるような内容、日程を調整していく必要がある。今後今回のアン
ケート調査の結果を踏まえて、時間内に研修するなど新しい取り組みを考えていき
たい。
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医療安全管理研修会の参加率向上をめざした取り
組み
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【はじめに】医療安全管理研修は医療法および診療報酬において年2回程度の実施が
義務づけられている。当院は、医療安全対策加算1を取得し、安全・安心の医療を提
供することが求められている。しかし、参加率があがらない状況である。参加率の
向上を目指し、研修回数を増やす、研修内容の工夫、部署毎の参加状況をグラフに
して可視化するなど職員に働きかけた。その結果、参加率を95%まで上げる事がで
きたので報告する。【方法】医療安全管理研修会が年2回の開催だと参加できない職
員も多くいるため、平成30年度は研修回数を5回に増やした。うち2回は感染対策
の研修と同じ日に設定し、1日で両方参加できるように工夫した。ほかに、リスクマ
ネージャー部会のTQM活動報告会後ポスター展示を行い、質問に回答する方法も取
り入れた。また、個人の参加状況の把握が難しかったため、参加受付表を職員番号
順にして第1回から5回までの参加状況がわかるように工夫した。参加できていない
職員に対しては、DVD視聴会を開催し、視聴しないと答えられない質問項目を設け
回答して参加とした。さらに、研修会毎に部署別の参加状況をグラフにして可視化し、
所属長に配布し参加を促した。【結果】部署別の参加状況を伝えたことで、個々の職
員の参加状況が把握でき、グラフにすることで自部署の参加状況が可視化すること
ができた。部署また職員個人からDVDの貸出依頼や参加状況についての問い合わせ
もあり、研修に対する意識が高くなり、参加率の向上に繋げることができた。【おわ
りに】研修参加を促すだけでは全職員に参加してもらうことは難しい。研修内容の工
夫、参加状況を可視化することなどの取り組みは、研修参加率の向上に繋がる。
